
 

いびがわ地域クラブ設置要綱 

 

（名 称） 

第１条 本クラブは、いびがわ地域クラブ（以下、「地域クラブ」という。）と称する。 

 

（事務局） 

第２条 地域クラブの事務局は、揖斐川町教育委員会内に置く。 

 

（目 的） 

第３条 地域クラブは、岐阜県中学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関す

る基本方針に基づいて策定した揖斐川町地域クラブガイドラインに則り、新たな地域クラブ

活動として実施することを目的とする。 

 

（事 業） 

第４条 地域クラブは、前条の目的のために次の事業を行う。 

（１） 各種クラブ活動 

（２） その他、地域クラブの目的達成のために必要な事業 

 

（会 員） 

第５条 地域クラブの会員は、揖斐川町在住の中学生及び、その他やむを得ない事情があ

る揖斐川町以外の中学生とする。 

 

（地域クラブへの団体加入） 

第６条 地域クラブとして、活動を希望する各競技団体（以後、「競技団体」という。）は、「い

びがわ地域クラブ 団体加入申請書」（様式第１号）を事務局へ提出する。 

 

（入退会） 

第７条 競技団体で活動を希望する者は、「いびがわ地域クラブ入会申込書」（様式第２号）

を事務局へ提出する。 

２ 退会するときは、保護者の同意の上、退会届（様式第３号）を事務局へ提出する。 

 

（保護者） 

第８条 保護者は会員の健康や心身の安全について注意を払い、地域クラブ活動に対する

支援を必要に応じて行うものとする。 

２ 地域クラブが活動するとき、保護者１人以上が活動に帯同するものとする。 

 

（保護者会） 

第９条 地域クラブの各競技団体に、会員の保護者で構成する保護者会を置く。 

２ 保護者会の活動に必要な事項は、各保護者会で定めるものとする。 



 

（会 費） 

第１０条 地域クラブの会費は、１競技団体につき、一人月額１，０００円とする。 

２ 前項の会費は、各競技団体の保護者会で徴収し、事務局に納入する。 

 

（指導者） 

第１１条 保護者会ならびに各中学校は「いびがわ地域クラブ指導者推薦書」（様式４号）を

事務局へ提出する。 

２ 指導者への委嘱は、揖斐川町教育委員会が行う。 

３ 指導者は、スポーツ指導および青少年の健全育成に熱意を有する者とし、岐阜県等が

主催する講習会に積極的に参加しなければならない。 

４ 指導者が地域クラブの趣旨に反する行為等を行った場合には、揖斐川町教育委員会が

指導を行うとともに、必要に応じて当該指導者の委嘱を取り消すものとする。 

 

（報 酬） 

第１２条 指導者の報酬は、別途定めるものとする。 

 

（役 員） 

第１３条 地域クラブに次の役員を置く。 

（１）会長   １名 

（２）副会長  １名 

（３）監事   １名 

２ 会長及び副会長ならびに幹事は、学識経験者、競技団体の指導者、保護者及び学校

関係者等から揖斐川町教育委員会が任命する。 

３ 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

 

（会 計） 

第１４条 地域クラブの会計は、事務局が管理執行する。 

 

（会計年度） 

第１５条 地域クラブの会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終了する。 

 

（会議の種類） 

第１５条 地域クラブには次の会議を置く。 

（１）  役員会 

（２）  推進協議会 

 

（役員会） 

第１６条 役員会は、次に掲げる事項を議決する。 

（１） 要綱の変更 



（２） 事業計画および収支予算に関すること 

（３） 事業報告および収支決算に関すること 

（４） 役員の選任または解任 

（５） 地域クラブの事業を円滑に推進するために必要なこと 

（６） その他会長が必要と認めたこと 

２ 役員会の構成員は、役員および事務局とする。 

 

（役員会の招集） 

第１７条 役員会は、必要に応じて会長が招集する。 

２ 役員会は、構成員の過半数の出席および委任をもって成立する。 

 

（役員会の運営） 

第１８条 役員会において、会長は議長となり、第１６条の各号に掲げる事項を審議する。 

２ 役員会の議決は出席者の過半数をもって決し、可否同数の時は議長が決する。 

 

（推進協議会） 

第１９条 推進協議会は地域クラブの諮問機関として、指導・助言を行う。 

２ 推進協議会は必要に応じて会長が招集する。 

３ 推進協議会の構成員は保護者、指導者、学識経験者、学校関係者等で構成する。 

４ 推進協議会の会長は構成員から互選し決定する。 

 

（破損の処理） 

第２０条 使用施設および設備等を破損させ損害を与えた場合は、原則として自己の責任

において弁償の措置をとるものとする。ただし、適正な範囲の使用において生じた損害につ

いては、その都度協議して対応するものとする。 

 

（事 故） 

第２１条 事故とは、会員及び指導者が練習または試合中、その他地域クラブ活動目的のた

めに行動していたにおける事故をいう。 

 

（事故等の責任） 

第２２条 盗難、傷害・破損等の事故が起こった場合には、会員ならびにその保護者は、本

要項等に従い、自己の責任において弁償等の措置をとり、地域クラブ及び指導者に対して

賠償を請求しないものとする。 

 

（保険の加入） 

第２３条 会員ならびに指導者は、スポーツ傷害保険（以下「スポーツ保険」という。）に加入

しなければならない。地域クラブは、その活動中の傷害をはじめ、一切の事故についてはス

ポーツ保険の対象範囲でのみ対応するものとする。スポーツ保険外での事故は個人の対応

とする。 



２ スポーツ保険料の徴収については、第１０条第２項と同様の取り扱いとする。 

 

（個人情報の保護） 

第２４条 地域クラブが得た会員の個人に関わる情報は、本クラブの運営に関する事項以外

には使用しない。 

 

（細 則） 

第２５条 本要綱に定めのない事項及び運営上必要な事項は、会長もしくは役員会の決議

によって定める。 

 

   附 則 

１ この要綱は、令和６年 ６月１０日より施行する。 

 

 

 

 

 

 

 


